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公益社団法人日本山岳会山形支部 山行計画書 

－蔵王山害虫被害調査山行－ 

 

１．場所：蔵王山系地蔵山ザンゲ坂周辺 

２．日程：2023 年 5 月 20 日（土曜日） 

３．目的：蔵王山系で発生している害虫被害後の将来展望を考察する。 

４．調査概要：既に研究機関等で被害木の樹齢構成調査や被害地の面的調査が進んでる

ので、樹氷原が維持されるのかどうかに焦点をあてて、被害地の林床に天然更新木が

存在するのか否かを探る。（調査時間は 1 時間 30 分程度） 

５．集合場所と時間：蔵王ロープウェイ山麓駅 午前 10 時 00 分 

６．行程：蔵王ロープウェイ山麓駅/打合せ（10:30 発）➡樹氷高原駅（乗り継ぎ）➡地蔵山頂

駅（11:00 着・発）➡三宝荒神山（11:30 着）/被害地遠望/昼食➡ザンゲ坂（12：30 着）/被

害地調査➡被害地発（14：00）➡樹氷高原駅➡蔵王温泉（15：00 着）/温泉入浴後解散 

７．参加者：13 名（予定） 

８．役割分担：、CL・指導（N）、記録（S）、登山届など（事務局） 

９．備考：昼食は各自持参すること。 

10．費用見積（1人分）：蔵王ロープウェイ山麓線・山頂線（片道 1,800円）、温泉入浴費用は

各自支出のこと。 

11．保険：保険は各自でお願いします。 

12．行程の概要：以下のとおり。 

 

 

※．注意点： 調査地周辺のササヤブにはマダニが生息している。襟元や手首から侵入し

て噛まれないように注意すること。 

  

被害地 
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蔵王山害虫被害調査登山 調査概要 

 

１．被害実態 

 

 蔵王山系で 2013 年から発生が確認されている害虫被害は、諸機関で実態調査や原因調

査が進められており、被害メカニズムや被害の拡大様式などが解明されつつある。写真１

2018 年 3 月に筆者がドローンで撮影したものであるが、被害域は一定の標高以上で発生し

ており、図１に示すように年ごとに山頂付近の高標高域から次第に低標高域に拡大している

様子がわかる。このような被害形態は刈田岳周辺でも類似しているようだ。 

 

 

写真１ 樹氷原のドローンによる空撮写真（2018 年 3 月 20 日撮影） 

 

 

図 1 被害域拡大の様子 

注：紫色の線 2015 年、水色 2017 年、緑色 2018 年の被害域 
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２．調査の手順 

 

 樹氷原を構成しているオオシラビソの次世代を担う若木が存在しているのかどうか、また枯

死木が何年で倒壊するのか継続調査で明らかにするために下記の手順で調査を行う。 

 

①．調査の基点を「ザンゲ坂・樹氷原コースの番号標識」とする 

②．調査地は図の赤枠のように南北方向を Y 座標系とし、巻尺約 20m を固定する。 

③．巻尺を中心線として両側 2ｍの範囲を調査対象とする（近くのものは対象木とする）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④．巻尺の長さ方向を Y 座標系、右側を＋X、左側を－X とする。 

⑤．XY 座標０ｍ位置から順に調査対象木とする。 

⑥．0ｍ位置と 10ｍ位置を GPS で計測する。 

⑦．最初の個体の位置を XY 座標上で 10cm 単位で計測する。 

⑧．個体の胸高（地上高 130cm）直径を直径巻尺で計測する。 

⑨．個体の樹高を 1m 単位で目測する。 

⑩．健全度を調べる。 

⑪．情報を野帳に記載する。 

⑫．次の個体に移動し繰り返す。 

⑬．1 カ所調査終了後にドローンで上空から連続撮影する。（国有林入林許可取得済） 

⑭．ザンゲ坂・樹氷原コースの 84 番標識までこの調査を繰り返す。 

  

＋Ｘ 

林道側（ザンゲ坂・樹氷原コース） 

図－調査地モデル 

－Ｘ 

◎ザンゲ坂コース番号標識 

→Ｘ座標系（林道と並行） 

↓Ｙ座標系（林内側が－Ｙ方向） 

健全木→ 

更新木→ →枯死木 

若木→ 

枯死木→ 
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３．想定されるＯｕｔｐｕｔ 

 

下のような 3 次元図を複数作成することを目標とします。 

 

注：この図はモンゴル北西部のトウヒとカラマツ混交林の実態です。 

 

 

４．蔵王山害虫被害調査登山調査用具リスト 

 

□ GPS＋電池（単三×４）（N） 

□ コンベックス（各自持参） 

□ 樹高測定用ポール×４本（N2 本：山大研から借用＋庄農から 2 本） 

□ 30m 巻尺×１（N） 

□ 直径巻尺×１（N：山大研から借用） 

□ カメラ（記録担当：スマホで可） 

□ FW 野帳 10 枚（200 本分）＋画番（N） 

□ ドローン（電池×４）＋コントローラー＋ディスプレイ（N） 

 


